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ス
マ
ホ
で
つ
く
る
ブ
ロ
グ
講
座 

ス
マ
ホ
で
ブ
ロ
グ
を
か
じ
っ
て
み
よ
う 

  

自
分
の
趣
味
や
興
味
の
あ
る
こ
と
を
ブ

ロ
グ
に
投
稿
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
で
そ
れ

を
体
験
し
ま
す
。
あ
な
た
の
世
界
、
仲
間

の
世
界
が
一
気
に
広
が
り
ま
す
。 

 

日
に
ち
・
内
容 

下
表
の
と
お
り 

時 

間 

午
前
10
時
～
正
午 

場 
所 

上
北
台
公
民
館 

対 
象 
成
人 

※
ス
マ
ホ
で
メ
ー
ル
を

扱
え
る
方 

講 

師 

金
子

か

ね

こ

美
和
子

み

わ

こ

氏
（
東
大
和
ど
っ

と
ネ
ッ
ト
の
会
） 

定 

員 

20
人
（
申
込
み
順
） 

持
ち
物 

普
段
お
使
い
の
ス
マ
ホ
ま
た
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末 

申
込
み 

上
北
台
公
民
館 

 
 

 

※
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
申
込
み
可
能 

 

 

                     

 

回 日にち 内 容 

1 ２/8(土) ブログをつくります 

2 ２/２２(土) あなたの記事を投稿（発信）します 

3 ２/２9(土) 投稿した記事をGoogleで検索します 

２０２０年（令和２年） 

１月発行 第８１号 

 

 

 

新年あけまして 

 おめでとうございます。 



３ 

こ
う
み
ん
か
ん
保
育
室 

体 

験 

講 

座 
 

公
民
館
保
育
室
は
、
お
子
さ
ん
が
初
め

て
保
護
者
と
離
れ
て
社
会
参
加
し
、
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
る
事
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
る
事
な
ど
異
年
齢
の
集
団
で

様
々
な
経
験
を
通
し
て
学
び
、
成
長
で
き

る
の
場
所
で
す
。
経
験
豊
富
な
保
育
者
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
安
心
し
て
保
育
室
に

お
子
さ
ん
を
預
け
て
自
主
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
保
育
室
利
用
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

 <

り
ら
っ
く
ま
ま> 

ヨ
ガ 

 
 日

に
ち 

１
／
31
、
２
／
７
、
21
（
金
） 

時 

間 

午
前
10
時
～
正
午 

場 

所 

上
北
台
公
民
館 

定 

員 

５
人
（
保
育
室
利
用
者
３
人
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
） 

費 

用 

一
、
五
〇
〇
円
（
３
回
分
） 

持
ち
物 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
る

方
）
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

【
保
育
に
つ
い
て
】 

対 

象 

満
１
歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児 

お
や
つ
代 

150
円
（
３
回
分
） 

 <

ゆ
る
体
操
ゆ
る
り> 

ゆ
る
体
操 

 
 日

に
ち 

１
／
24
、
２
／
14
、
28
（
金
） 

時 

間 

午
前
10
時
～
正
午 

場 

所 

上
北
台
公
民
館 

定 

員 

５
人
（
保
育
室
利
用
者
１
人
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
） 

費 

用 

二
、
二
五
〇
円
（
３
回
分
） 

持
ち
物 

動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー
ト

不
可
）
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

【
保
育
に
つ
い
て
】 

対 

象 
満
１
歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児 

お
や
つ
代 

150
円
（
３
回
分
） 

 

申
込
み 

上
北
台
公
民
館 

１
／
７

（
火
）
か
ら
17
（
金
）
ま
で
（
ゆ
る
体

操
は
24
（
金
）
ま
で 

 

※
原
則
３
回
出
席
で
き
る
方
を
優
先 

    

 

公
民
館
利
用
グ
ル
ー
プ
、
老
人
福
祉
館
、

児
童
館
、
学
童
保
育
所
の
交
流
を
図
る
事

業
と
し
て
毎
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

か
ら
絵
手
紙
の
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
す
。 

思
い
思
い
の
絵
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
、

絵
手
紙
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

  

日
に
ち 

１
／
29
（
水
） 

時
間 

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分 

場
所 

上
北
台
市
民
セ
ン
タ
ー 

教
養

娯
楽
室 

講
師 

も
も
み
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん 

定
員 

30
人
（
当
日
先
着
順
） 

  

ほ
の
ぼ
の
事
業 

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
手
紙
を 

作
っ
て
み
よ
う
！ 

 



２ 

 
 

講
座
報
告 

 

保
育
付
地
域
発
見
講
座 

子
ど
も
に
伝
え
た
い
伝
統
行
事 

｢

室
礼
で
季
節
を
演
出｣ 

 昨
年
10
月
か
ら
６
回
に
わ
た
り
開
催

し
た
講
座
が
、
終
了
し
ま
し
た
。 

季
節
の
変
わ
り
目
の
節
供
を
祝
う
行

事
は
年
間
を
通
し
て
あ
り
ま
す
が
、
本
来

の
意
味
を
考
え
て
行
事
を
祝
う
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

室
礼
（
し
つ
ら
い
）
と
は
日
本
で
生
ま
れ

た
言
葉
で
繊
細
な
季
節
感
を
暮
ら
し
に

取
り
入
れ
る
の
が
室
礼
で
「
室
」
と
は
室

内
で
あ
り
、「
礼
」
と
は
最
も
道
徳
的
な

観
念
で
あ
る
礼
儀
、
祭
礼
を
意
味
す
る
そ

う
で
す
。 

 

講
義
で
は
、
９
月
（
長
月
）
か
ら
12
月

（
師
走
）
ま
で
の
室
礼
に
つ
い
て
、
節
供

に
合
わ
せ
た
装
飾
の
コ
ツ
を
教
わ
り
ま

し
た
。
身
近
な
植
物
な
ど
を
使
っ
て
装
飾

す
る
と
季
節
感
が
感
じ
ら
れ
る
と
の
こ

と
、
装
飾
の
ヒ
ン
ト
を
自
然
素
材
か
ら
得

る
た
め
に
狭
山
緑
地
を
散
策
し
た
り
、
竹

細
工
や
わ
ら
細
工
で
お
手
製
の
装
飾
品

を
作
る
回
で
は
、
個
性
豊
か
な
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。
最
後
は
季
節
柄
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
合
っ
た
お
も
て
な
し
料
理
を
作

っ
て
食
べ
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。 

も
っ
と
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
自
主
サ
ー
ク
ル
化
へ
向
け
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
サ
ー
ク
ル

に
参
加
し
て
み
ま
ま
せ
ん
か
？ 

       

未
来
大
学
上
北
台
講
座 

 

「
続
・
団
地
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
」 

  

未
来
大
学
上
北
台
講
座
で
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
団
地
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
を

テ
ー
マ
に
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師

に
東
大
和
市
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
施
設
チ

ェ
レ
ス
テ
ガ
ー
デ
ン
の
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス

の
森
林
育
代
さ
ん
や
、
個
人
事
業
主
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
河
野
奈
保
子

さ
ん
な
ど
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

ま
た
上
北
台
公
民
館
ま
つ
り
に
も
参

加
し
、
未
来
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー

を
販
売
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
行
事
へ
の

参
加
の
場
を
持
つ
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
講
師

を
囲
ん
で
ス
タ
ッ
フ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
場
で
は
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
講
座

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
春
に
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

    



４ 

地
域
課
題
講
座 

「
障
害
」
は
１
人
ひ
と
り 

が
持
つ
個
性 

 
 

あ
な
た
は
「
障
害
」
を
特
別
な
も
の
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
あ
な
た
に
も
、

私
に
も
、
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で
す
。
私
た

ち
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
「
障
害
」
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
に
ち
・
内
容 

下
表
の
と
お
り 

時
間 

午
後
２
時
～
４
時
※
２
／
６
は

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分 

定
員 

30
人
（
申
込
み
順
） 

講
師 

①
小
川
則
之

お
が
わ
の
り
ゆ
き

氏
（
障
害
福
祉
課
長
）

②
小
林

こ
ば
や
し

繁
し
げ
る

氏(

明
治
大
学
教
授) 

④
池
上

い
け
が
み

洋
通

ひ
ろ
み
ち

氏
（
自
治
体
問
題
研
究
所
主
任
研
究
員
） 

⑥
海
老
原

え

び

は

ら

宏
美

ひ

ろ

み

氏
（
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
・

東
大
和
理
事
長
） 

費
用 

２
／
６
昼
食
代
（
各
自
） 

２
／
20

一
、
〇
〇
〇
円
（
上
映
料
） 

申
込
み 

１
／
16
（
木
）
ま
で 

  

  

 

 

回 日にち 内容 

1 1/23(木) わがまちで暮らす障害のある方たち 

2 1/30(木) 

障害をもつ人の人権について考える 

～「固有の尊厳」をめぐる課題として～ 

3 2/6(木) 
バス見学 

国立ハンセン病資料館他 

4 2/13(木) 
あなたは「健常者」ですか？～津久井やまゆり園

事件はなぜ起きたのか 

5 2/20(木) 映画「風は生きよという」上映会 

6 2/27(木) 「障害者」である前に市民として 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

に
つ
い
て 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
は
、
は
じ
め
「
高
松
宮

記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
」
と
し
て
、
１
９
９
３

年
６
月
に
開
館
。
そ
の
後
、

規
模
を
拡
大
し
、
「
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
と

名
称
を
改
称
し
２
０
０
７

年
４
月
に
再
開
館
。 

 

国
が
実
施
す
る
普
及
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に

よ
る
偏
見
・
差
別
の
解
消

及
び
患
者
・
元
患
者
の
名

誉
回
復
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。 


